
   

いつでも出発点！ 

 

                 小樽市立長橋中学校長 伊 藤 仁 弥 

ちょっと長めの夏休みも終わり、また、学校に賑わいが戻ってまいりました。日焼けした生徒の姿も多く見られ、連
日の暑さの中、思い思いの夏休みを過ごしたことと思います。３年生の様子を見ました。すでに体験入学を終えてい
る生徒、体験入学を控えている生徒も多く、最終学年であることはもとより、進路に向けて本格的に取り組むこと等・・・
生徒の表情からは、「いよいよ、気持ちを切り替えなければ・・・。」という雰囲気がにじみ出ておりました。暑さを
回避するため、急遽、放送による始業式実施や気温の低い教室を利用するなど対応を図り、大きく体調を崩す生徒も
なく２学期を迎えたところです。 

数年前、私が参加したある研修会において、主催者が依頼した講師の講話の一部です。 

大学卒業後、酪農専門の獣医になろうとするが、希望者が多いことから断念し、縁あって動物園の獣医としての

スタートを切った。（中略） 

人気のある動物がもてはやされるように、命の価値に差をつけることに疑問を感じ、「ありのままの動物を観察

していただきたい・・・。」という信念のもと、動物の本来の姿をクローズアップすることに取り組んだ。例えば、

ペンギンは、歩く姿が「かわいい」のではなく、鳥類として、水中を「飛んでいる」姿が本来の姿である。ありのま

まの動物の姿を観察することが面白くないわけがないと感じた。動物にとっての適切な環境が、動物本来の能力を

引き出すのである。（後略） 

旭山動物園の坂東元園長のご講話であることは、何となくお気づきのことと思います。 

この手法は、今では、「行動展示」としての地位が確立され、国内外からこれを参考にして、動物園改革に取り組んで
いる例が数多く見られております。 

坂東園長は後に、あるインタビューで、次のようにも話しております。 

人には個性があり、人それぞれです。友達には自分とは違った側面があります。まずは、自分の感性や感覚を信じ

てください。自分が感じたことを素直に受け止めて何事にも挑戦してください。そして、何よりも大切なのはお互い

の個性を認め合うことです。 

よく、学校は、「社会の縮図」とも言われます。私自身、坂東園長のこの話題を思い出すたびに、原点回帰を意識し
ます。無限大の可能性を秘めた生徒たちが、次のステージでさらに飛躍できるよう、互いを大切にする空間として、さ
らに、そのようにあり続ける空間となるよう職員一同、教育活動を展開し「「豊かな心」を醸成してまいりたいと考えま
す。長い２学期、引き続き、本校の教育活動へのご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６号 令和６年 ８月３０日 

文責 教頭  小 山 正 幸 

   

came from a land down under！ 

早いもので、ALT のアハメッド・アブドゥラ先生が、
本校を離任してから１か月が経ちました。ちょっと寂しい
思いをしている人も多かったと思いますが、９月２日
（月）、後任の新しいALTの先生が着任します。名前は、
トーマス「・ウイランさん。オーストラリアのシドニーから
来ます。日本へ来るのは初めてのようですが、日本のコミ
ックやアニメを通じて日本語を学んでいるようです。年齢
は30歳とのことです。日本の文化や習慣などわからない
ことが多いことと思います。生徒の皆さん、優しく教えて
あげてください。これまでと同じく忍路中学校と隔週で本
校に勤務していただきます。授業はもとより、休み時間や
放課後等も、わからない所を尋ねに行くなど、遠慮なく接
してほしいと思います。 

ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ用QR 

夏季学習会開催！ 
７月２３日(火)、２４日(水)の2日間、エアコンを稼働

させた快適な教室環境の中で、樽っ子学習サポーターと
して大学生や社会人の方の支援のもと、夏季学習会を行
いました。夏休み初日から多くの生徒が参加しました。
普段はなかなか聞けないことも、近くの先生に気軽に尋
ねるなど安心して取り組む生徒の姿がありました。短時
間ゆえにしっかり集中できる貴重な時間です。今後も大
切にしてまいります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

30日間の夏休みも終わり、8月22日（木）に行われました始業式。学校に賑わいが戻ってまいりました。休みが
終わり、ちょっと残念そうな生徒、元気に笑顔で体育館に入る生徒、上靴を忘れてスリッパを履いている生徒、よく見
る中学校の様子です。 

校長挨拶の中で、3年生には、「夏を制することはできましたか？」と問いかけてみました。うなずく生徒、意味を
解釈しなおそうとする生徒、様々でした。３年生にとっては残り７か月の中学校生活。ここからのリスタートが大切で
すね。 

そんな生徒の姿を見る中で、約４０年前の自分の中３の頃を思い浮かべました。１学期の通知表を担任の先生から受
け取った際に、担任の先生から「何があった？」と問いかけられました。私は、何も応えず、通知表を受け取りました。
開いてそれを見ました。芸体系のある教科に「１」の評価があるのをはじめ、成績全体が振るわなかったことによるも
のでした。 

担任の先生の心配がよくわかりました。以前の便りでも記したことがありますが、この頃の私は、いわゆる「自己中」
だったのだと思います。他者の問いかけに対し、素直に耳を傾けたり、素直に応えることを避けていたのだと思います。
通知表を開いたときは、何事もなかったかのように装いながら、心の中でひどく落ち込んでいました・・・。自分に一
番原因があることを自分が一番わかっていたのですが・・・。直後、それまでの自分の行為をとても後悔し、時間はか
かりましたが、高校入試に向けて前向きに考えることができました。そんな姿を憂いてくれていた、担任の先生や周囲
には今でも感謝の気持ちでいっぱいです。 

広い視野で物事を考えることは、大人もそうですが、これからを生き抜かなければならない子どもにとっては、とて

も大切なことであります。その中には、他者に相談することや、遠慮なく頼ってみること、謙虚であることなど、時代

が変わっても必要な姿勢、大切な視点です。 

 保護者の皆様、2学期もお子様にとって安心・安全につながる学校生活となるようさらに努めてまいりますので、御

家庭におかれましても、引き続き、本校の教育活動にご協力いただきますとともに、大切なお子様たちを支えていただ

きますよう重ねてお願い申し上げます。 

 



 

 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２９日（土）、おたる潮まつりの潮ねりこみが、無事終
了いたしました。保護者の皆様のサポートにより最後まで踊り
切りました。ご協力や応援をいただいた皆様にこの場を借りて
感謝申し上げます。今後もPTAの活動に対しましてご理解と
ご協力のほど、宜しくお願いします。 

8 月26 日（月）から8月30 日（金）朝の挨拶運動があ
り、校門前で保護者の方から登校する生徒へ向けて温かい声掛
けをしていただきました。普段とはまた、違った生徒の笑顔を
見ることができました。ありがとうございます。 

 

8月26日（月）から9月20日（金）までの約1ヶ月間
教育実習生が着任しました。着任式は、朝の会の時間に校内
テレビ放送で行われました。初めに校長先生から簡単に本人
に関わる紹介をおこない、名前や担当教科、所属学年などの
説明がありその後、教育実習生から挨拶をしてもらいました。 

(実習生の紹介) 
名前は、「田中 洸多」さんです。 
担当教科は、「英語」、主に2年生 
の英語の指導にかかわります。 
約1ヵ月の実習ですが、皆さんも、 
たくさんかかわってください。 

 

教育実習生着任！ 

去る７月２７日（土）、潮ねりこみが、無事終了いたしました。皆様 

方のご協力により、参加者、給水隊、協力者、応援団を合わせると、約 

7０名近くの方々が、長橋中梯団を支援してくださいました。当日は、 

楽しく元気いっぱいに踊りきることが出来ました。 

何より体調不良を訴えることなく、安全に終了できたことが一番の成 

果であると思います。踊り終えた生徒たちの様子からも「楽しかった」 

「やり切った」といった満足げな表情が伺えました。 

暑い中での参加ではありましたが、中央ステージを利用しての最後の 

「ねりこみ」とのことで生徒にとってはとても良い思い出となりました。 

 

 

 

 ９月２7日（金）今年度2回目となる英語検定が本校を会
場に行われます。英語に興味のある方は、迷わず申し込みを
お願いします。3年生にとっては中学校生活最後の英語検定
になりますので、是非ご検討ください。詳しい内容について
は、英語検定案内プリントをご確認ください。 
尚、今回の英語検定から、申込方法が変更になった部分が

あります。 
英語検定受験を希望される方は、 
9月3日（火）までに申し込み 
をお願いします。 
わからないことがあれば遠慮なく 
学校へお問い合わせください。 

 

アブドゥラ先生も

参加しました。 

     「第2回英語検定！ 

 

 

 


